
　定期考査実施時期：　１学期期末考査（６月下旬）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2学期中間考査（１０月上旬）、２学期期末考査（１２月下旬）、学年末考査（２月上旬）など

令和6年度　熊本県立阿蘇中央高等学校　年間学習指導計画及び年間評価計画　（兼シラバス）

単位
数

授業担当者教科書名・出版社

第一学習社 2

（１）実社会に必要な国語の知識や技能をＩＣＴや辞書、補助教材を用いて身に付けるようにする。

（２）協働的かつ対話的な活動をとおして論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わ
りの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

　言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成す
ることを目指す。

科目
学年

学科

40

30

30

知識・技能

山本麻美、辻麻衣子

（３）各種検定試験の受検や作文コンクールへの主体的な参加を促しながら言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯
にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろ
うとする態度を養う。

現代の国語
２年

農業食品科・グリーン環境科・社会福祉科

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

評価の観点別割合

科目の目標



1

〇筆者がナマケモノか
ら学んだことを理解し、
「ナマケモノになる」こ
との意味について考え
を深める。
□意見論述

筆者がナマケモノから
学んだことを理解し、
「ナマケモノになる」こと
の意味について。

4

5

書いて伝える「書き方
の基礎レッスン」①

表記・表現の基本ルー
ル。接続表現の種類や
用法。比喩などの表現
技法。

〇□表記・表現の基本
ルールを理解する。接
続表現の種類や用法
を理解する。比喩など
の表現技法を理解す
る。

5

書いて伝える「書き方
の基礎レッスン」②

表記・表現の基本ルー
ル。接続表現の種類や
用法。比喩などの表現
技法。

〇□表記・表現の基本
ルールを理解する。接
続表現の種類や用法
を理解する。比喩など
の表現技法を理解す
る。

新しい出会い「ナマケ
モノになる」（辻信一）
②

5

書いて伝える「身近な
製品の取扱説明書を
作成する」①

情報を的確に説明する
方法。情報を相手にわ
かりやすく説明する方
法。わかりやすい説明
の実践。

○□情報を的確に説
明する方法を理解す
る。情報を相手にわか
りやすく説明する方法
を理解する。わかりやす
い説明を実践できるよ
うになる。

4

筆者がナマケモノから
学んだことを理解し、
「ナマケモノになる」こと
の意味について。

新しい出会い「ナマケ
モノになる」（辻信一）
①

〇筆者がナマケモノか
ら学んだことを理解し、
「ナマケモノになる」こ
との意味について考え
を深める。
□漢字、語句、内容解
釈

時

間

2

単元の評価基準

　　　　　　【知   技】：知識・技能
　　　　　　【思判表】：思考・判断・表現
　　　　　　【主体的】：主体的に学習に取り組む態度

指導事項月
○学習内容

□学習事項等
単元

【主体的】相手の理解を得られるように表現を工夫す
ることができる。

5

書いて伝える「身近な
製品の取扱説明書を
作成する」②

情報を的確に説明する
方法。情報を相手にわ
かりやすく説明する方
法。わかりやすい説明
の実践。

○□情報を的確に説
明する方法を理解す
る。情報を相手にわか
りやすく説明する方法
を理解する。わかりやす
い説明を実践できるよ
うになる。

2

2

2

2

2

【知技】①話し言葉と書き言葉の特徴を理解してい
る。②常用漢字を文や文章の中で活用している。③語
句の量を増やし、語彙を豊かにしている。

【思判表】①内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握する方法を身に付けている。②文章に含
まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈できる。【主体的】自分の考えや事柄が的確に伝わるように、
根拠の示し方や説明のしかたを工夫している。

【知技】①話し言葉と書き言葉の特徴を理解してい
る。②常用漢字を文や文章の中で活用している。③語
句の量を増やし、語彙を豊かにしている。

【思判表】①内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握する方法を身に付けている。②文章に含
まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈できる。【主体的】文章を読み、自分の意見や考えを論述しよ
うとしている。

【知技】①文章の効果的な組み立て方や接続のしか
たを理解している。②比喩や例示などの修辞を理解し
ている。③主張と論拠など、情報と情報との関係を理
解している。【思判表】①自分の考えが的確に伝わるよう、文章の
構成や展開を工夫できる。②自分の考えが的確に伝
わるよう、根拠を示したり説明したりできる。

【主体的】相手の理解を得られるように表現を工夫す
る方法を学ぼうとしている。

【知技】①文章の効果的な組み立て方や接続のしか
たを理解している。②比喩や例示などの修辞を理解し
ている。③主張と論拠など、情報と情報との関係を理
解している。【思判表】目的や意図に応じて適切な題材を決め、情
報の妥当性や信頼性を吟味して、伝える内容を明確
にすることができる。

【主体的】相手の理解を得られるように表現を工夫す
る方法を学ぼうとしている。

【知技】①文章の効果的な組み立て方や接続のしか
たを理解している。②比喩や例示などの修辞を理解し
ている。③主張と論拠など、情報と情報との関係を理
解している。【思判表】目的や意図に応じて適切な題材を決め、情
報の妥当性や信頼性を吟味して、伝える内容を明確
にすることができる。

【主体的】相手の理解を得られるように表現を工夫す
ることができる。

【知技】①文章の効果的な組み立て方や接続のしか
たを理解している。②比喩や例示などの修辞を理解し
ている。③主張と論拠など、情報と情報との関係を理
解している。【思判表】目的や意図に応じて適切な題材を決め、情
報の妥当性や信頼性を吟味して、伝える内容を明確
にすることができる。



2

7

話して伝える「話し方の
工夫」①

話し言葉と書き言葉の
特徴。相手・目的・場面
に応じた言葉遣い。相
手により伝わりやすい
表現方法。

○□話し言葉と書き言
葉の特徴を理解する。
相手・目的・場面に応じ
た言葉遣いを理解す
る。相手により伝わりや
すい表現方法を理解す
る。

3

2

7

話して伝える「話し方の
工夫」②

話し言葉と書き言葉の
特徴。相手・目的・場面
に応じた言葉遣い。相
手により伝わりやすい
表現方法。

○□話し言葉と書き言
葉の特徴を理解する。
相手・目的・場面に応じ
た言葉遣いを理解す
る。相手により伝わりや
すい表現方法を理解す
る。

2

9

【主体的】文章を読み、自分の意見や考えを論述しよ
うとしている。

【知技】①話し言葉と書き言葉の特徴を理解してい
る。②常用漢字を文や文章の中で活用している。③語
句の量を増やし、語彙を豊かにしている。

【思判表】①内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握する方法を身に付けている。②文章に含
まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈できる。【主体的】自分の考えや事柄が的確に伝わるように、
根拠の示し方や説明のしかたを工夫している。

人間の風景「臆病な詩
人、街へ出る」（文月悠
光）①

他者との関わりを通し
て自身の人生や生き方
を省みる筆者の姿に触
れ、自分自身を見つめ
直す契機とするよう指
導する。

○他者との関わりを通
して自身の人生や生き
方を省みる筆者の姿に
触れ、自分自身を見つ
め直す契機とする。
□語句、漢字、内容解
釈

3

【知技】①常用漢字を文や文章の中で活用できる。
②語句の量を増やし、語彙が豊かである。③主張と論
拠、個別と一般化など、情報と情報との関係を理解し
ている。【思判表】①内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握する方法を身に付けている。②文章に含
まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈できる。【主体的】自分の考えや事柄が的確に伝わるように、
根拠の示し方や説明のしかたを工夫している。

3 【知技】①常用漢字を文や文章の中で活用できる。
②語句の量を増やし、語彙が豊かである。③主張と論
拠、個別と一般化など、情報と情報との関係を理解し
ている。【思判表】①内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握する方法を身に付けている。②文章に含
まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈できる。

人間の風景「臆病な詩
人、街へ出る」（文月悠
光）　②

他者との関わりを通し
て自身の人生や生き方
を省みる筆者の姿に触
れ、自分自身を見つめ
直す契機とするよう指
導する。

○他者との関わりを通
して自身の人生や生き
方を省みる筆者の姿に
触れ、自分自身を見つ
め直す契機とする。
□意見論述

6

言葉が開く世界「言語
としてのピクトグラム」
（本田弘之）②

ピクトグラムが持つ「言
語」としての機能を理
解し、言語表現の多様
性について。

○ピクトグラムが持つ
「言語」としての機能を
理解し、言語表現の多
様性について考えを深
める。
□意見論述

月 単元 指導事項
○学習内容

□学習事項等

9

【知技】①話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の
特色を理解し、活用できる。②比喩、例示などの修辞
や、直接的な述べ方と婉曲的な述べ方について理解
し、活用している。【思判表】目的や場に応じて適切な話題を決め、情報
を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができ
る。

【主体的】①資料や機器を効果的に用いるなど表現
のしかたを工夫している。②話し合いのしかたや結論
の出し方を工夫している。

6

言葉が開く世界「言語
としてのピクトグラム」
（本田弘之）①

ピクトグラムが持つ「言
語」としての機能を理
解し、言語表現の多様
性について。

○ピクトグラムが持つ
「言語」としての機能を
理解し、言語表現の多
様性について考えを深
める。
□語句、漢字、内容解
釈

時

間

3

単元の評価基準

　　　　　　【知   技】：知識・技能
　　　　　　【思判表】：思考・判断・表現
　　　　　　【主体的】：主体的に学習に取り組む態度

【知技】①話し言葉と書き言葉の特徴を理解してい
る。②常用漢字を文や文章の中で活用している。③語
句の量を増やし、語彙を豊かにしている。

【思判表】①内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握する方法を身に付けている。②文章に含
まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈できる。【主体的】文章を読み、自分の意見や考えを論述しよ
うとしている。

【知技】　①主張と論拠など、情報と情報との関係を
理解している。②情報の妥当性や信頼性の吟味のし
かたについて理解し、活用している。

【思判表】　自分の考えが的確に伝わるよう、自分の
立場や考えを明確にするとともに、話（文章）の構成
や展開を工夫している。

【主体的】①資料や機器を効果的に用いるなど表現
のしかたを工夫している。②話し合いのしかたや結論
の出し方を工夫している。



3

12

生活の中の表現「法律
の改正に関わる文章を
読み比べる」②

改正前後の法律文を
読み比べて必要な情報
を読み取り、複数の文
章を関連づけながら理
解したことをまとめるよ
う指導する。

○改正前後の法律文
を読み比べて必要な情
報を読み取り、複数の
文章を関連づけながら
理解したことをまとめ
る。
□発表

11

社会と人間「『弱いロ
ボット』の誕生」（岡田
美智男）①

「弱いロボット」の開発
意図を理解し、人との
間に生まれた関係性に
ついて考えを深められ
るよう指導する。

○「弱いロボット」の開
発意図を理解し、人と
の間に生まれた関係性
について考えを深める。
□漢字、語句、内容解
釈

11

12

生活の中の表現「法律
の改正に関わる文章を
読み比べる」①

改正前後の法律文を
読み比べて必要な情報
を読み取り、複数の文
章を関連づけながら理
解したことをまとめるよ
う指導する。

○改正前後の法律文
を読み比べて必要な情
報を読み取り、複数の
文章を関連づけながら
理解したことをまとめ
る。
□グループワーク

3

10

話して伝える「待遇表
現」

敬語表現を意識した言
葉遣い。敬語表現が選
択される視点。相手や
場に応じた表現の選
択。

○□敬語表現を意識し
た言葉遣いを理解す
る。敬語表現が選択さ
れる視点を理解する。
相手や場に応じた表現
が選択できるようにな
る。

10

話して伝える「論理的
な表現」

論理的に表現するため
の、主張と理由の関係
性や妥当性について。
説得力を意識した表現
のしかたについて。

○□論理的に表現する
ための、主張と理由の
関係性や妥当性につ
いて理解する。説得力
を意識した表現のしか
たについて理解する。

月 単元 指導事項
○学習内容

□学習事項等

社会と人間「『弱いロ
ボット』の誕生」（岡田
美智男）②

時

間

【知技】敬語表現を理解し、相手や場に応じた表現が
選択できる。

【思判表】目的や場に応じて適切な話題を決め、情報
を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができ
る。

【主体的】敬語表現を理解し、相手や場に応じた表現
を実践しようとしている。

2 【知技】①主張と論拠など、情報と情報との関係を理
解している。②情報の妥当性や信頼性の吟味のしか
たについて理解し、活用できる。

【思判表】自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立
場や考えを明確にするとともに、話（文章）の構成や
展開を工夫している。

【主体的】　話を聞いて内容や構成、論理の展開、表
現のしかたを評価する方法を学び、実践しようとして
いる。

3 【知技】①常用漢字を文や文章の中で活用できる。
②語句の量を増やし、語彙が豊かである。③例示など
の修辞を理解している。

【思判表】①内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握する方法を身に付けている。②文章に含
まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈できる。【主体的】自分の考えや事柄が的確に伝わるように、
根拠の示し方や説明のしかたを工夫している。

2

【知技】①常用漢字を文や文章の中で活用できる。
②語句の量を増やし、語彙が豊かである。③主張と論
拠、個別と一般化など、情報と情報との関係を理解し
ている。【思判表】①内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握する方法を身に付けている。②文章に含
まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈できる。【主体的】文章を読み、自分の意見や考えを論述しよ
うとしている。

2 【知技】情報の妥当性や信頼性の吟味のしかたにつ
いて理解し、活用している。

【思判表】①文章に含まれている情報を相互に関係
づけながら、内容を解釈できる。②異なる形式で書か
れた複数の文章を読み、理解したことをまとめること
ができる。【主体的】異なる形式で書かれた複数の文章を読
み、理解したことを互いに伝え合い、協力してまとめよ
うとしている。

2 【知技】情報の妥当性や信頼性の吟味のしかたにつ
いて理解し、活用している。

【思判表】①文章に含まれている情報を相互に関係
づけながら、内容を解釈できる。②異なる形式で書か
れた複数の文章を読み、理解したことをまとめること
ができる。【主体的】異なる形式で書かれた複数の文章を読
み、理解したことを互いに伝え合い、まとめたものを協
力して発表することができる。

「弱いロボット」の開発
意図を理解し、人との
間に生まれた関係性に
ついて考えを深められ
るよう指導する。

○「弱いロボット」の開
発意図を理解し、人と
の間に生まれた関係性
について考えを深める。
□意見論述

　　　　　　【知   技】：知識・技能
　　　　　　【思判表】：思考・判断・表現
　　　　　　【主体的】：主体的に学習に取り組む態度

単元の評価基準



4

【知技】①文章の効果的な組み立て方や接続のしか
たを理解している。②比喩や例示などの修辞を理解し
ている。③主張と論拠など、情報と情報との関係を理
解している。【思判表】目的や意図に応じて適切な題材を決め、情
報の妥当性や信頼性を吟味して、伝える内容を明確
にすることができる。

【主体的】相手の理解を得られるように表現を工夫す
ることができる。

3 【知技】①文章の効果的な組み立て方や接続のしか
たを理解している。②比喩や例示などの修辞を理解し
ている。③主張と論拠など、情報と情報との関係を理
解している。【思判表】自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立
場や考えを明確にするとともに、話（文章）の構成や
展開を工夫している。

【主体的】　文章を読んで内容や構成、論理の展開、
表現のしかたを評価する方法を学び、実践しようとし
ている。

3

書いて伝える「社会に
対する意見文を書く」
①

意見文とはどういうもの
かを理解できるよう指
導する。自分の経験の
中から意見を導き出せ
るようになるよう指導す
る。意見文の書き方を
理解し、実践し、評価で
きるよう指導する。

〇意見文とはどういうも
のかを理解する。自分
の経験の中から意見を
導き出せるようになる。
意見文の書き方を理解
し、実践し、評価する。
□意見文を書く

3

書いて伝える「社会に
対する意見文を書く」
②

意見文とはどういうもの
かを理解できるよう指
導する。自分の経験の
中から意見を導き出せ
るようになるよう指導す
る。意見文の書き方を
理解し、実践し、評価で
きるよう指導する。

〇意見文とはどういうも
のかを理解する。自分
の経験の中から意見を
導き出せるようになる。
意見文の書き方を理解
し、実践し、評価する。
□意見文を書く

3

2

話して伝える「スピーチ
で自分を伝える」②

自分の意見を大勢の
聞き手にわかりやすく
伝えるスピーチの方法
を理解し、実践するよう
指導する。他の人のス
ピーチを聞き取り、評価
する方法について指導
する。

○自分の意見を大勢
の聞き手にわかりやす
く伝えるスピーチの方
法を理解し、実践する。
他の人のスピーチを聞
き取り、評価する方法を
学ぶ。
□スピーチの実践

3 【知技】①話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の
特色を理解し、活用できる。②比喩、例示などの修辞
や、直接的な述べ方と婉曲的な述べ方について理解
し、活用している。【思判表】自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立
場や考えを明確にするとともに、話（文章）の構成や
展開を工夫している。

【主体的】　話を聞いて内容や構成、論理の展開、表
現のしかたを評価する方法を学び、実践しようとして
いる。

3 【知技】①話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の
特色を理解し、活用できる。②比喩、例示などの修辞
や、直接的な述べ方と婉曲的な述べ方について理解
し、活用している。【思判表】自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立
場や考えを明確にするとともに、話（文章）の構成や
展開を工夫している。

【主体的】　話を聞いて内容や構成、論理の展開、表
現のしかたを評価する方法を学び、実践しようとして
いる。

【知技】①常用漢字を文や文章の中で活用できる。
②語句の量を増やし、語彙が豊かである。③例示など
の修辞を理解している。

【思判表】①内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握する方法を身に付けている。②文章に含
まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈できる。【主体的】自分の考えや事柄が的確に伝わるように、
根拠の示し方や説明のしかたを工夫している。

3 【知技】①常用漢字を文や文章の中で活用できる。
②語句の量を増やし、語彙が豊かである。③主張と論
拠、個別と一般化など、情報と情報との関係を理解し
ている。【思判表】①内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握する方法を身に付けている。②文章に含
まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈できる。【主体的】文章を読み、自分の意見や考えを論述しよ
うとしている。

2

話して伝える「スピーチ
で自分を伝える」①

自分の意見を大勢の
聞き手にわかりやすく
伝えるスピーチの方法
を理解し、実践するよう
指導する。他の人のス
ピーチを聞き取り、評価
する方法について指導
する。

○自分の意見を大勢
の聞き手にわかりやす
く伝えるスピーチの方
法を理解し、実践する。
他の人のスピーチを聞
き取り、評価する方法を
学ぶ。
□スピーチの実践

1

現代と社会「イースター
島になぜ森がないの
か」（鷲谷いづみ）①

イースター島の歴史に
ついて理解し、筆者が
提示する人類と生態系
のあり方について考察
するよう指導する。

○イースター島の歴史
について理解し、筆者
が提示する人類と生態
系のあり方について考
察する。
□漢字、語句、内容解
釈

1

現代と社会「イースター
島になぜ森がないの
か」（鷲谷いづみ）②

イースター島の歴史に
ついて理解し、筆者が
提示する人類と生態系
のあり方について考察
するよう指導する。

○イースター島の歴史
について理解し、筆者
が提示する人類と生態
系のあり方について考
察する。
□意見論述

時

間

3

月 単元 指導事項
○学習内容

□学習事項等

単元の評価基準

　　　　　　【知   技】：知識・技能
　　　　　　【思判表】：思考・判断・表現
　　　　　　【主体的】：主体的に学習に取り組む態度



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

地理総合 

農業食品科２年 

グリーン環境科２年 

社会福祉科２年 

２ 佐伯 彰彦 

 

使用教材 
□教科書 地理総合 世界に学び地域へつなぐ（二宮書店） 

□地図帳 新高等地図（東京書籍） 

 

科目の目標 

 社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，

広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為

な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 地理に関わる諸事情に関し

て、世界の生活文化の多様性

や、防災、地域や地球的課題へ

の取組などを系統的に理解す

るとともに、地図や地理情報シ

ステムなどを用い、ICT も活用

しながら調査や諸資料から地

理に関する様々な情報を適切

かつ効果的に調べまとめる技

術を身に付けるようにする。 

 地理に関わる事象の意味や

意義、特色や相互の関連を、位

置や分布、場所、人間と自然環

境との相互依存関係、空間的相

互依存作用、地域などに着目し

て、概念などを活用して多面

的・多角的に考察したり、協働

的な学習をとおして地理的な

課題の解決に向けて構想した

りする力や、考察、構想したこ

とを効果的に説明したり、それ

らを基に議論したりする力を

養う。 

 地理に関わる諸事情につい

て、地域に関する学びや体験等

を踏まえてよりよい社会の実

現を視野にそこで見られる課

題を主体的に追究、解決しよう

とする態度を養うとともに、多

面的・多角的な考察や深い理解

を通して涵養される日本国民

としての自覚、我が国の国土に

対する愛情、世界の諸地域の多

様な生活文化を尊重しようと

することの大切さについての

自覚などを深める。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

５０％ ３０％ ２０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

［知識］ 

Ｂ 地理的事象に関する

知識について、その言葉を

知っている、またその言葉

の意味がわかる。 

・一問一答などの問題を

解くことができる。 

・課題に答えたり自分の

考えを書いたりするとき

に、適切な用語を用いるこ

とができる。 

Ａ 知った知識を抽象化

することができる。 

・知識を抽象化して捉え

られているかを問う問題

を解くことができる。 

・課題の答えや感想など

の内容に、知識を抽象化し

て捉えていることが表れ

ている。 

 

［技能］ 

Ｂ 地図その他の図表、グ

ラフなどから必要な情報

を読み取ることができる。 

・地図その他の図表、グラ

フなどから必要な情報を

読み取る問題を解くこと

ができる。 

・読み取った情報をもと

に課題の解決に取り組む

ことができる。 

Ａ 関係する情報（用語な

ど）を地図やその他の図表

の形に整理することがで

きる。 

［思考］ 

Ｂ 抽象化した知識を一般化して考える

ことができる。 

・一般化した地理的事象の構造を別の事象

にあてはめることで、ある地理的事象とす

でに学習した事象の共通点に気づくこと

ができ、そのことが課題の答えに表れてい

る。もしくはそのような問題を解くことが

できる。 

Ａ 一般化した知識をもとに、地理的事象

を比較することができる。 

・複数の地理的事象を比較して、その共通

点や相違点に気づくことができ、そのこと

が課題の答えに表れている。もしくはその

ような問題を解くことができる。 

 

［判断］ 

Ｂ 学習している地理的事象に関係する

立場や考え方を把握している。 

・その地理的事象に関係する人物や集団な

どを把握することができ、そのことが課題

の答えに表れている。もしくはそのような

問題を解くことができる。 

Ａ それぞれの立場から、地理的事象の価

値判断を行うことができる。 

・その地理的事象に関係する人物や集団な

どそれぞれの立場から、その事象がどのよ

うな意味を持つのかを考えて根拠立てて

述べることができ、そのことが課題の答え

に表れている。もしくはそのような問題を

解くことができる。 

 

［表現］ 

Ｂ ある地理的事象を考えるにあたって、

課題もしくは問いに対して最適な見方を

選び自分の考えを述べることができる。 

１ 自己調整学習 

１－１ 自分の学び方を

見直して改善している。 

Ｂ 学習の振り返りを行

い、改善策を考えている。 

・自らの学び方を振り返

ったことが、振り返りシー

トや感想の内容に表れて

いる。 

Ａ その改善策を具体的

に実行に移している。 

・自らの学び方を振り返

った上での学び方の変化

が、振り返りシートや感想

の内容に表れている。 

 

１－２ 自分からさらに

学習を深めようとしてい

る。 

Ｂ 課題に対して自分で

さらなる問いを立ててい

る。 

・さらに深めたい部分や

疑問に感じた点などに自

分で気づき、その内容につ

いて発言したり、感想や課

題などで記述したりして

いる。 

Ａ 自分とのつながりや

地球的・地理的諸課題を意

識した問いを立てている。 

 

２ 粘り強い取り組み 

自己調整学習を継続し

て行っている。 

Ｂ １－１と１－２を一



・学んだ知識を地図やそ

の他の図表の形に表す問

題を解くことができる。 

・課題の解決に取り組む

中で、学んだ知識を地図や

その他の図表などの形に

整理して利用している。 

・課題もしくは問いの趣旨をふまえ、最も

適した答えを述べることができる見方を

選び、その見方から課題もしくは問いに対

する答えを述べることができる。そのこと

が課題の答えに表れている。もしくはその

ような問題を解くことができる。 

Ａ 課題もしくは問いに対してその見方

が最適であることを、他の見方を比較検討

した上で選ぶことができ、自分の意見とし

て述べて合意形成を図ることができる。 

・他者の考えに触れて、自分とは異なる意

見や価値観、自分が選んだ立場とは異なる

意見や価値観などにも目を向けた上で、根

拠立てて自分の考えを述べ、共通了解を見

いだすように努力している。そのことが課

題の答えに表れている。もしくはそのよう

な問題を解くことができる。 

度で終わらせず、毎時間続

けて行っている。 

・感想や課題の内容に見

て取れる。 

Ａ 続けた成果が［知識・

技能］、［思考・判断・表現］

の観点の成績にも表れて

いる。 

・感想や課題の内容の変

化やペーパーテストの点

数の上昇などの形で表れ

ている。 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 球面上の世界 １ ・位置の基準〜地球上の緯度と経度 

・時間の基準〜時差と標準時 

日本の位置と領域 ２ ・視点を変えてみた日本の位置 

・国家とその領域 

・海に広がる日本の領域 

・日本の領域に関する問題 

国家や国家間の結びつき ２ ・国家間の結びつき 

・交通・通信による結びつき 

・交易・物流による結びつき 

・観光による結びつき 

５ 暮らしのなかの地図と GIS ２ ・身の回りの地図を集める 

・主題図・グラフの見方 

・地理院地図の活用 

・GIS の仕組みと役割 

地形と生活文化 ２ ・変動帯とプレート 

・河川がつくる地形と生活 

・海岸の地形と生活 

６ 気候と生活文化 ２ ・大気の循環 



・気候の地域性 

・ケッペンの気候区分 

・熱帯・乾燥帯・温帯・亜寒帯・寒帯の 

自然環境と生活 

産業と生活文化 １ ・農業・工業・サービスの発展と生活文化 

宗教・言語と生活文化 ２ ・宗教と言語の分布と生活文化 

・移民と難民 

・生活文化の多様性 

７ 経済発展と生活文化の変化 

～東アジア 

３ ・経済発展を支える自然・農業と生活文化 

・市場経済化と生活文化の変化～中国 

・輸出による発展と生活文化の変化～韓国 

・経済発展による変化と課題 

日本の位置と領域 ２ ・視点を変えてみた日本の位置 

・国家とその領域 

・海に広がる日本の領域 

・日本の領域に関する問題 

８ 水の恵みと生活文化 

～南アジア 

２ ・河川による恵みと生活文化 

・水の恵みによる発展と課題 

９ イスラーム社会の多様性と生活文化 

～イスラーム圏 

３ ・乾燥地域とイスラームの社会 

・経済発展とイスラーム社会の変化 

・イスラーム圏の現状と課題 

多様な気候と生活文化 

～アフリカ 

２ ・多様な自然環境と生活文化 

・経済成長と自然環境の変化による課題 

10 経済統合による生活文化の変化 

～EU と周辺諸国 

３ ・経済発展の礎となった自然環境と農業 

・産業・交通の発達による一体化 

・統合を進める背景と言語・宗教の多様性 

・経済統合と政治統合の進展と課題 

寒冷な気候と生活文化 

～ロシア 

２ ・寒冷な気候と生活・産業 

・寒冷地域の開発による成長と課題 

11 グローバル化による生活文化の変化 

～アメリカ・カナダ 

３ ・経済発展の基盤となった社会の多様性 

・大規模な農業とグローバルな食文化 

・グローバル化による変化と課題 

土地の開発による生活文化の形成 

～ラテンアメリカ 

２ ・開発による農牧業の発展と生活文化 

・開発による発展と社会にみられる課題 

12 植民と移民による生活文化 

～オセアニア 

２ ・植民による開発と生活文化 

・移民と多文化社会にみられる課題 

各地域の生活文化を比較してみよう １ ・各地域の生活文化を比較してみよう 

地球環境問題 ２ ・環境問題と持続可能な社会 

・国境を超える汚染 

・森林減少・砂漠化とその対策 



・気候変動とその対策 

１ 資源・エネルギー問題 ２ ・鉱物資源・エネルギー資源とその課題 

・資源のリサイクル・再生可能エネルギー 

人口・食糧問題 ２ ・人口と人口問題 

・世界各地の人口問題 

・二つの食糧問題 

・食糧問題の背景と解決策～サブサハラ 

「誰も置き去りにしない世界」を考

える 

１ ・「誰も置き去りにしない世界」を考える 

２ 日本の自然災害と防災 ５ ・世界地図でとらえる自然災害のリスク 

・世界からみた日本の地形の特色、世界か

らみた日本の気候の特色 

・風水害と防災 

・火山の噴火と防災 

・地震・津波と防災 

・都市型災害と防災 

・防災への心構え～自助・共助・公助～ 

３ 地図を防災・避難行動に役立てよう １ ・地図を防災・避難行動に役立てよう 

生活圏の諸課題と地域調査 ２ ・地理の力で地域の課題を解決しよう 

・主題図からみた日本の特徴と課題 

・地域調査① 事例地域の選定～事前調査 

・地域調査② 現地調査～調査地図の作成 

・地域調査③ 他地域との比較～まとめ 

・地域調査の結果を発表しよう １ ・地域調査の結果を発表しよう 

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

数学Ａ 

農業食品科２年 

グリーン環境科２年 

社会福祉科２年 

２ 
寺田 太一 

山口 洋 

 

使用教材 

 

□教科書 新高校の数学Ａ（数研出版） 

□問題集 ポイントノート数学Ａ（数研出版） 

 

科目の目標 

（１）図形の性質、場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとと

もに、数学と人間の活動の関係について認識を深め、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、

数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（２）図形の構成要素間の関係などに着目し、図形の性質を見いだし、論理的に考察する力、不確

実な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力、数学と人間の活

動との関わりに着目し、事象に数学の構造を見いだし、数理的に考察する力を養う。 

（３）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養う。 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

集合と命題について理解し、

基本的な知識を身に付けてい

る。 

和の法則、積の法則、そして

順列・組合せの考えを理解し

て、場合の数を求め、それから

確率を求めるための知識を身

に付けている。具体的な事象の

起こりうる場合の数を順列や

組合せの考えを用いて表現し、

確率の基本性質を活用して、そ

の確率を求めることができる。 

図形の性質を系統的に理解

し、基礎的な知識を身に付けて

いる。図形の性質が論理的に正

集合の関係を図を用いて考

察することができる。 

順列・組合せなどの場合の数

の求め方を身に付け、具体的な

事象の確率を考察することが

できる。 

図形の見方を豊かにすると

ともに、図形の性質を見出し、

論理的に考察することができ

る。 

人間の活動について、整数の

性質で学んできたことをもと

に考察しようとする。 

集合に関心を持つとともに、

その有用性を認識し、それらを

問題の解決に活用しようとす

る。 

不確定な事象を数学的に捉

えることの有用性を認識し、具

体的な事象の考察に活用しよ

うとする。 

三角形や円など図形の性質

に関心を持つとともに、それら

の有用性を認識し、問題の解決

に活用しようとする。 

人間の活動を理解するため

に、数学を活用しようとする。 



しいことを的確に表現するこ

とができる。 

整数に関する概念などと人

間の活動の関わりについて、数

学的な見方で理解することが

できる。 

 
評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

５０％ ２０％ ３０％ 

 
 

評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［わかった・できた］ 

・学習内容を暗記するのでな

く、図形や文字などから概念

として理解できる。 

・練習問題などの演習に自ら

取り組み、立式から計算まで

完結して解答できる。 

B 評価の規準 

［よく考え、意見を持ち、説

明できた］ 

・発展的な問題にも学習し

た知識を組み合わせて、論

理的に考察して解法を表現

できる。 

 

B 評価の規準 

［粘り強さ］ 

・課題に計画的に真剣に取り組み、仲

間と協力して考え、短期・中期の課題

を解決していくことができる。 

 

※「知識・技能」「思考・判断・表現」は、定期考査で主

に判断します。 

特に顕著な成果・内容の場合は A 評価とします。 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 場合の数と確率 ３ ・集合の要素の個数 

・場合の数 

５ 場合の数と集合 ５ ・順列 

・組み合わせ 



６ 場合の数と確率 ７ ・いろいろな順列 

・事象と確率 

７ 場合の数と確率 ８ ・確率の基本性質 

・期待値 

８ 確率と場合の数 ２ ・独立な試行 

９ 確率の場合の数 ５ ・反復試行 

・条件付き確率 

10 図形の性質 ５ ・直線と角 

11 図形の性質 ７ ・三角形の重心・外心・内心・垂心 

・チェバの定理とメネラウスの定理 

12 図形の性質 ７ ・円周角 

・円と直線 

・２つの円の位置関係 

１ 図形の性質 ５ ・平面と直線 

・多面体 

２ 数学と人間の活動 ６ ・ユークリッドの互除法 

・二元一次不定方程式 

３ 数学と人間の活動 ５ ・倍数の判定 

・位取り記数法とｎ進法 

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

体育 ２年 AGW 科 ２ 木村・本田・井上 

 

使用教材 

 

 

□現代高等保健体育大修館書店（教科書） 

□現代高等保健体育大修館書店（ノート） 

 

 

科目の目標 

 体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を

通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフ

を継続するための資質・能力を次の通り育成することを目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

各種の運動の特性に応じた技

能等及び社会生活における健

康・安全について理解するとと

もに、技能を身に付けるように

する。 

 

運動や健康についての自他や

社会の課題を発見し、合理的、

計画的な課題解決に向けて思

考し判断するとともに、他者に

伝える力を養う。 

 

生涯にわたって継続して運動

に親しむとともに健康の保持

増進と体力の向上を目指し、明

るく豊かで活力ある生活を営

む態度を養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

５０％ ３０％ ２０％ 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

・活動を通して技術の名称や

実践、ルールやマナーを理解

しようとしている。 

・課題解決法、練習法、試合

法を理解しようとしている。 

 

B 評価の規準 

・振り返りシートに毎時の

反省を記入し、自己評価を

しようとしている。 

・互いに助け合い、教えあ

い、高め合おうとしようと

している。 

・役割を積極的に引き受け

事故の責任を果たそうとし

ようとしている。 

B 評価の規準 

・準備運動の声出し、活動時の周囲へ

の声掛け、準備・片付けを積極的に行

おうとしている。 

・活動の目的を理解し、実践しようと

している。 

・他者と協力して周囲に配慮をしよ

うとしている。 

・健康・安全を確保しようとしてい

る。 

・授業に積極的に参加しようとして

いる。 ※「知識・技能」「思考・判断・表現」は、スキルテスト、

体育理論で主に判断します。 

特に顕著な成果・内容の場合は A 評価とします。 



学習計画 

月 単元 時数 学習項目 

４ ダンス 

体つくり運動 

１０ 現代的なリズムのダンス 

体ほぐし運動 

体の動きを高める運動 

実生活に生かす運動の計画 

５ 球技（選択①） 

 

 

 

 

 

 

 

８ 〇ゴール型 

□バスケットボール 

○ネット型 

□バドミントン 

□バレーボール 

〇ベースボール型 

□ソフトボール 

６ 

 

 

 

球技（選択①） ２  

水泳 ８ クロール、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライ 

複数の泳法で泳ぐ、又はリレー。 

着衣泳 

７ 水泳 

体育理論 ２ スポーツの始まりと変遷 

文化としてのスポーツ 

オリンピックとパラリンピックの意義 

スポーツが経済に及ぼす効果 

スポーツの高潔さとドーピング 

スポーツと環境 

８ 球技（選択②） ２ 〇ゴール型 

□バスケットボール 

○ネット型 

□バドミントン 

□バレーボール 

〇ベースボール型 

□ソフトボール 

９ 球技（選択２） ８ 〇ゴール型 

□バスケットボール 

○ネット型 

□バドミントン 



 

□バレーボール 

〇ベースボール型 

□ソフトボール 

10 球技（選択③） ８ 〇ゴール型 

□バスケットボール 

○ネット型 

□バドミントン 

□バレーボール 

〇ベースボール型 

□ソフトボール 

11 陸上競技（長距離走） ８ ２０分間走・４キロ走 

12 陸上競技  ２０分間走・４キロ走 

１ ダンス ６ 現代的なリズムのダンス 

球技  〇ゴール型 

○ネット型 

〇ベースボール型 

２ ダンス 

球技 

６ 現代的なリズムのダンス 

〇ゴール型 

○ネット型 

〇ベースボール型 

３ ダンス 

球技 

４ 現代的なリズムのダンス 

〇ゴール型 

○ネット型 

〇ベースボール型 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

保健 ２年 AGW 科 １ 井上・木村・本田 

 

使用教材 

 

 

□現代高等保健体育大修館書店（教科書） 

□現代高等保健体育大修館書店（ノート） 

 

 

科目の目標 

 保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通
じて人々が自らの健康や環境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を次のとおり育
成する。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

個人及び社会生活における健
康・安全について理解を深め
るとともに，技能を身に付け
るようにする。 

健康についての自他や社会の
課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて思考し判断す
るとともに，目的や状況に応
じて他者に伝える力を養う。 

生涯を通じて自他の健康の保
持増進やそれを支える環境づ
くりを目指し，明るく豊かで
活力ある生活を営む態度を養
う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

５０％ ３０％ ２０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

・単元テストの内容を理解し

ようとしている。 

 

 

B 評価の規準 

・単元の内容を理解し、文章

表現しようとしている。 

・グループワークでの話し

合いにより、単元の学びを

深めようとしている。 

・発表の内容を分かりやす

く説明したりスライドにま

とめたりしようとしてい

る。 

B 評価の規準 

・互いに協力して教え合おうとして

いる。 

・役割を積極的に引き受け、自己の責

任を果たそうとしている。 

・授業に積極的に参加しようとして

いる。 

※単元テスト、グループ発表の内容、スライドの作成 

特に顕著な成果・内容の場合は A 評価とします。 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 

５ 

６ 

ライフステージと健康 １ 座学、単元テスト 

思春期と健康 １ 座学、単元テスト 

性意識と性行動の選択  調べ学習（グループワーク） 

７ 妊娠・出産と健康   

 避妊法と人工妊娠中絶 ６  

 結婚生活と健康   

 中高年期と健康   

  １ クラス別発表（グループ） 

８ 

９ 

１０ 

働くことと健康  座学、単元テスト 

労働災害と健康 ２  

健康的な職業生活   

１１ 

１２ 

大気汚染と健康  調べ学習（グループワーク） 

水質汚濁、土壌汚染と健康 ３  

 環境と健康にかかわる対策 

ごみの処理と上下水道の整備 

  

   １ クラス別発表（グループ） 



 １ 

 ２ 

さまざまな保健活動や社会的対策 １ 座学、単元テスト 

健康に関する環境づくりと社会参

加 

１ 座学、単元テスト 

 ３ 食品の安全性 

 食品衛生にかかわる活動 

 保健サービスとその活用 

 医療サービスとその活用 

 医薬品の制度とその活用 

 

 

５ 調べ学習（グループワーク） 

 １ クラス別発表・学年発表（グループ） 

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

英語コミュニケーションⅡ 

農業食品科 

グリーン環境科 

社会福祉科 

２年 

３ 太田黒 薫子 

 

使用教材 □ VISTA English Communication Ⅱ（三省堂） 

 

科目の目標 

 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読む

こと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や

考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・それぞれの Lesson において、

新しく学習する文法事項や、こ

れまで学習した文法事項の表

現に注意しながら、内容を理解

する技能を身に付けている。 

・文章の趣旨を考えながら、そ

の内容について詳しく話して

伝える技能を身に付けている。 

・文章の内容について基本的な

語句や文を用いて、詳しく書い

たりする技能を身に付けてい

る。 

・文章についての概要や要点、

必要な情報を、聞き取って捉え

ている。 

・文章の趣旨を考えながら、そ

の内容について詳しく話して

伝えたり、相手からの質問に答

えたりしている。 

・文章の内容について基本的な

語句や文を用いて、詳しく書い

て伝えている。 

・文章についての概要や要点、

必要な情報を、主体的に聞き取

って捉えようとしている。 

・理解を深めるために、文章の

趣旨を読み取り、概要や要点を

把握しようとしている。 

・文章の趣旨を考えながら、そ

の内容について主体的に詳し

く話して伝えようとしている。 

・文章の内容について基本的な

語句や文を用いて、主体的に詳

しく書いて伝えようとしてい

る。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

５０％ ２０％ ３０％ 

 

 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［文法理解］ 

・文法について理解してお

り、プリントやノート等に適

切にまとめている。 

［話すこと、書くこと］ 

・本文の内容について、情報

や考え、気持ちなどを論理性

に注意して話したり、書いた

りして伝える技能を身につけ

ている。 

B 評価の規準 

［話すこと］ 

・本文の内容について、情報

や考え、気持ち等を論理的

に伝えたり、話したりして

いる。 

［書くこと］ 

・本文の内容について、情報

や考え、気持ち等を論理的

に書いて伝えている。 

B 評価の規準 

［書くこと］ 

・本文の内容について、話し手に配慮

しながら、主体的に話を聞き、聞いた

内容をプリントやノート等に適切に

まとめている。 

［読むこと、話すこと］ 

・本文の内容について、聞き手に配慮

しながら、主体的に書かれていること

について読んだり、話したりしている

（発音練習、発表などが含まれます）。 

※授業への不参加や授業中の居眠り

が目立ったり、私語が多く周囲の学習

の妨げになる場合はＣ評価となりま

す。 

※「知識・技能」は、定期考査や単元テストで主に判断し 

ます。 

※「思考・判断・表現」は、定期考査やスピーキングテス 

ト等で主に判断します。 

成果や内容が特に顕著な場合は Ａ評価 とします。 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 

・ 

５ 

授業オリエンテーション 

 

１ 

 

・授業の進め方、学習方法についての説明 

・年間学習指導計画及び評価基準の説明 

 

 

 

Lesson 1  

Section 1 メキシコのゲラゲッツア祭

り 

３ ・「ゲラゲッツア祭り」に込められた願いを読み 

取る 

・動詞＋目的語＋to 不定詞の文法構造・用法を理 

解する 

Section 2 ニュージーランドのパフォ

ーマンス、ハカ 

３ ・ラグビーの試合で行われる「ハカ」に込められ 

た思いを読み取る 

・疑問詞＋to 不定詞の文法構造・用法を理解する 

● ＡＬＴとのティームティーチングを実施（月に２～３時間程度） 
● 個別にスピーキングテストを実施（年２回、１・３学期） 



Section 3  世界最古の舞踊の一つ、イ

ンド舞踊 

３ ・インド映画でダンスシーンが多く使われている 

理由を読み取る 

・さまざまな伝統舞踊／映画について、意見や感 

想を交換する 

まとめ ２ ・さまざまな伝統舞踊を紹介するテレビ番組につ 

いて読んだ内容について、書いて要点をまとめ 

たり、与えられたフォーマットを参考に自分の 

考えを話して伝え合う 

６ 

・ 

７ 

Lesson 2  

Section 1 慣用句 “a piece of cake” 

の表す意味 

３ ・cake がこの慣用句に使われている理由を読み取 

 る 

・疑問詞で始まる節の文法構造・用法を理解する 

Section 2  慣用句 “a pie in the sky”

の表す意味 

３ ・pie や rice cake がこの慣用句に用いられて 

いる理由を読み取る 

・if で始まる節の文法構造・用法を理解する 

Section 3  慣用句  “fight like cats 

and dogs”の表す意味 

３ ・ブラウン先生が海や萌にどんなことを気づかせ 

たかったかを読み取る 

・英語と日本語の慣用句／動物について、意見を 

交換する 

まとめ ２ ・英語と日本語の慣用句についての対話について 

読んだ内容について、書いて要点をまとめたり、

与えられたフォーマットを参考に自分の考えを 

話して伝え合う 

７ 表現活動 ３ ・自由英作文や発表を実施 

８ 

・ 

９ 

・ 

10 

Lesson 3  

Section 1 オーストラリアに生息する 

クオッカの特徴 

３ ・エイミーはなぜクオッカを紹介したいと考えた 

のかを読み取る 

・使役動詞の文法構造・用法を理解する 

Section 2 クオッカがロットネスト島

に多く生息している理由 

３ ・人間による開拓が生態系に及ぼす影響について 

読み取る 

・知覚動詞の文法構造・用法を理解する 

Section 3 クオッカが世界一幸せな動

物と言われる理由 

３ ・クオッカに触ったりえさを与えたりすることが 

禁止されている理由を読み取る 

・クオッカ／絶滅危惧種などについて、意見を交 

換する 

まとめ 

 

２ ・クオッカ／絶滅危惧種などについて読んだ内容 

について、書いて要点をまとめたり、与えられ 

たフォーマットを参考に自分の考えを話して伝 

え合う 



10 

・ 

11 

 

 

Lesson 4  

Section 1 切手デザイナーという仕事 

３ ・切手をデザインするのに、なぜ長い時間がかか 

るのかを読み取る 

・形式主語 it の文法構造・用法を理解する 

Section 2 東日本大震災の切手に込め 

た思い 

３ ・東日本大震災の切手のデザインが、玉木さんの 

印象に残っている理由を読み取る 

・形式目的語 it の文法構造・用法を理解する 

Section 3 切手をデザインする仕事の

やりがい 

３ ・日本だけでなく世界の人々が楽しめる切手とは 

どのようなものかを読み取る 

・切手について、意見や感想を交換する 

まとめ ２ ・切手／英語学習／切手についての発表へのコメ 

ントについてやりとりしたり、家事について感 

じていること／日本の切手についての紹介を書 

いて発表する 

12 表現活動 ３ ・自由英作文や発表を実施 

12 

・ 

１ 

Lesson 5 

Section 1 人気の世界遺産、モン・サ 

ン・ミシェル 

３ ・モン・サン・ミシェルが世界遺産に登録された 

経緯を読み取る 

・現在完了進行形の文法構造・用法を理解する 

Section 2 モン・サン・ミシェルの 

建立の伝説と建立後の変化 

 

３ ・堤防道路の完成後、人々のモン・サン・ミシェ 

ルに対する印象について読み取る 

・過去完了形、過去完了進行形の文法構造・用法 

を理解する 

Section 3 便利になって生じた問題と 

それに対する方策 

 

３ ・モン・サン・ミシェルが人気の世界遺産になっ 

た陰にある人々の努力を読み取る 

・モン・サン・ミシェルについて、意見や感想を 

交換する 

まとめ 

 

２ ・モン・サン・ミシェル／趣味／日本の世界遺産 

について、読んだり聞いたりした内容の要点を 

まとめたり、基本的な語句や文を用いて、自分 

の考えを書く 

２ 表現活動 ３ ・自由英作文や発表を実施 

２ 

・

３ 

Lesson 6 

Section 1 日本の農業の課題とスマー 

ト農業 

３ ・なぜ農家の減少と高齢化が生じているのかを読 

み取る 

・現在完了形の受け身の文法構造・用法を理解す 

 る 

Section 2 スマート農業で活躍する 

ロボット 

３ ・ロボットにしてもらいたい農作業は何かを読み 

取る 

・助動詞＋受け身の文法構造・用法を理解する 

Section 3 ドローンなどの先進技術に 

よる将来の展望 

３ ・技術の進歩によって、社会がどのように変化す 

るのかを読み取る 



・さまざまな伝統舞踊／映画について、意見や感 

想を交換する 

まとめ 

 

２ ・スマート農業／忘れられない経験／ポスターの 

感想／ドローンの危険性について、基本的な語 

句や文を用いて、与えられたフォーマットを参 

考に自分の考えを詳しく話して伝え合うことが 

できる 

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

家庭総合 Ａ・Ｇ・Ｗ科・２年 ２ 水上 結加里 

 

使用教材 

 

 

□教科書 家庭総合 自立・養成・創造（東京書籍） 

□家庭科学習ノート（熊本県高等学校教育研究会家庭部会編） 

 

 

科目の目標 

 生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協

働し，よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

人の一生と家族・家庭及び福

祉，衣食住，消費生活・環境な

どについて，生活を主体的に営

むために必要な科学的な理解

を図るとともに，それらに係る

技能を体験的・総合的に身に付

けるようにする。 

家庭や地域及び社会におけ

る生活の中から問題を見いだ

して課題を設定し，解決策を構

想し，実践を評価・改善し，考

察したことを科学的な根拠に

基づいて論理的に表現するな

ど，生涯を見通して課題を解決

する力を養う。 

様々な人々と協働し，よりよ

い社会の構築に向けて，地域社

会に参画しようとするととも

に，生活文化を継承し，自分や

家庭，地域の生活の充実向上を

図ろうとする実践的な態度を

養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４０％ ３０％ ３０％ 

 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［わかった・できた］ 

・生活に必要な知識や技術を

理解し、身に着けることがで

きた。 

 

 

B 評価の規準 

［よく考え、自分の意見を

説明できた］ 

・学習内容に関して自分事

としてとらえ、自分の考え

を記述したり、発表したり

できた。 

 

B 評価の規準 

［粘り強く取り組む］ 

・問いに対して積極的に発言した。 

・忘れ物がなく、授業に真剣に取り組

んだ。 

・提出物を期限に遅れず提出できた。 

 

※定期考査、作品、学習プリント、 

発表、学習の記録、実技試験 

※学習プリント、実習の記録 

 学習、実習への取り組む姿勢 

［A 評価］ 

・家庭生活や地域社会にも目を向け、課題解決のために学習に取り組んだ。 

・学んだことや実習で身に着けたことを家庭で実践できた。 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 

 

食生活の課題について考える ４ ・青年期の食生活の課題 

・「食べる」とは 

・食生活の課題 

・食生活の変化 

食事と栄養・食品 ２ 栄養と栄養素 

炭水化物 ５ 

調理実習① ２ ・みたらし団子、いきなり団子（予定） 

 ７ 脂質 

たんぱく質 

無機質 

ビタミン 

その他の食品 

６ 

食品の選択と安全 ３ 食品の選択 

食品の保存と加工 

食品の衛生と安全 

７ 食物調理技術検定４級 ６ ・きゅうりの半月切り 

・計量の仕方（計量スプーン・計量カップ） 



８ ホームプロジェクト ２ ・ホームプロジェクトの実施と発表 

９ 調理の基礎 ３ ・調理法や味付けのバランス 

・食事の場面を考えた調理 

・野菜の切り方、だしの取り方 

調理実習② ２ ・スパゲティミートソース、コンソメスープ（予定） 

10 生涯の健康を見通した食事計画 ４ 栄養バランスのよい食事 

食事計画 

調理実習③ ２ ・親子どんぶり、吸い物（予定） 

11 食生活の文化と知恵 ４ ・日本の食文化 

・世界の食文化 

調理実習④ ２ ・包子、清川鶉蛋、棒棒鶏（予定） 

12 これからの食生活 ２ ・食料生産と食糧問題 

・食の安全性 

・食をめぐる問題とその対策 

・持続可能な食生活 

調理実習⑤ ２ ・郷土料理講習会（予定） 

調理実習⑥ ２ ・ロールケーキ（予定） 

１ 情報の収集・比較と意思決定 ２ ・消費生活と意思決定 

・よりよい意思決定のために 

購入・支払いのルール ２ ・購入と契約 

・多様化する支払方法 

消費者の権利と責任 ２ ・消費者の権利を生かす 

・社会とつながる消費者 

２ 生涯の経済生活を見通す １ ・経済的に自立する 

・生涯を見通して働く 

家計をマネジメントする ２ ・家計の構造を理解する 

・家計資産のマネジメント 

これからの経済生活 ２ ・家計と国民経済・国際経済・地域経済 

・家計が世界を動かす 

３ 住生活の変遷と住居の機能 ３ ・住居の機能と変化 

・平面図を理解する 

・住居の計画 

・誰もが住みやすい住居とまち 

安全で快適な住生活の計画 ２ ・住居の防災 

・健康な住生活 

・住みやすさの工夫 

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

器楽 ２ ２ 由布雅子 

 

使用教材 

 

 

□高校生の歌集 

□ハノン 

 

 

科目の目標 

 音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

曲想と音楽の構造や文化的・歴

史的背景などとの関わり及び

音楽の多様性について理解す

るとともに、創意工夫を生かし

た音楽表現をするために必要

な技能を身につけるようにす

る。 

自己のイメージをもって音楽

表現を創意工夫することや、音

楽を評価しながらよさや美し

さを自ら味わって聴くことが

できるようにする。 

主体的・協働的に音楽の幅広い

活動に取り組み、生涯にわたり

音楽を愛好する心情を育むと

ともに、感性を高め、音楽文化

に親しみ、音楽によって生活や

社会を明るく豊かなものにし

ていく態度を養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４０％ ３０％ ３０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［わかった・できた］ 

・創意工夫を生かした音楽表

現をするために必要な技能を

身につけ、器楽・創作で表し

ている。 

 

B 評価の規準 

［自ら表現意図を持ってい

る］ 

・自己のイメージをもって

器楽表現ができている。 

 

B 評価の規準 

［主体的・協働的］ 

・学習活動に真剣に取り組み、仲間と

協力して考え、発表ができる。 

 

※「知識・技能」「思考・判断・表現」は、実技試験で主

に判断します。 

特に顕著な成果・内容の場合は A 評価とします。 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 

ピアノ実技 

歌 

（課題曲・自由曲） 

  

ピアノ実技 

歌 

（課題曲・自由曲） 

 

課題曲・自由曲の譜読み 

歌の練習 

 

 

５  

 

６  

 

 

７  

 

８    

９ ピアノ実技 

歌 

（課題曲・自由曲） 

 

課題曲・自由曲の譜読み 

歌の練習 

 

10  

 



11 ピアノ実技 

歌 

（課題曲・自由曲） 

 課題曲・自由曲の譜読み 

歌の練習  

12  

 

 

１ ピアノ実技 

歌 

（課題曲・自由曲） 

 課題曲・自由曲の譜読み 

歌の練習  

 

２  

３  

 

  

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

保育基礎 Ｗ科（保育類型）・２年 ２ 山邉 桂恵 

 

使用教材 

 

 

□教科書 保育基礎（教育図書） 

□保育基礎ワークノート 

 

 

科目の目標 

 家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行 うことな

どを通して，保育を担う職業人として必要な基礎的な資質・能力を次のとお り育成することを

目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

保育の意義や方法，子供の

発達や生活の特徴及び子供の

福祉と文化などについて 体

系的・系統的に理解するとと

もに，関連する技術を身に付

けるようにする。 

子供を取り巻く課題を発見

し，保育を担う職業人として

合理的かつ創造的に解決 す

る力を養う。 

子供の健やかな発達を目指

して自ら学び，保育に主体的

かつ協働的に取り組む態 度

を養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４０％ ３０％ ３０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［わかった・できた］ 

・子供の発達や生活の特徴

について理解し、保育に関

する技術を身に付けること

ができた。 

B 評価の規準 

［よく考え、自分の意見を

説明できた］ 

・学習や実習内容を理解し、

意見を出し合い、創意工夫

しながら取り組むことがで

きた。 

・状況に応じた言動ができ

た。 

B 評価の規準 

［粘り強く取り組んだ］ 

・忘れ物がなく、授業に真剣に取り組

んだ。 

・苦手なことにも向上心を持って取

り組んだ。 

・提出物を期限に遅れず提出できた。 

 

※定期考査、作品、学習プリント、 

発表、学習の記録 

※学習プリント、実習の記録 

 学習、実習への取り組む姿勢 

［A 評価］ 

・実習に率先して取り組み、他の模範となった。 

・子どもを取り巻く課題を意識するなど、目的意識を持って学習に取り組んだ。 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 子どもにかかわる職業を知ろう １ ・子どもにかかわる職業の種類 

保育の意義 １ ・保育とは何か 

・育ての心 

保育の環境 ２ ・子どもが育つ環境 

・家庭での養育 

・さまざまな保育の場 

・保育ニーズの高まりと課題 

・集団保育の重要性 

５ 子どもの表現活動 

 

２ ・子どもの表現活動の意義 

・造形表現活動 

・言語表現活動 

・音楽・身体表現活動 

・情報手段などを活用した表現活動 

保育検定４級に挑戦しよう 10 ・音楽・リズム表現 

・造形表現 

・言語表現 

・家庭看護 

６ 



 保育の方法 ２ ・保育の方法の基本 

７ 子どもの発達の特性 ３ ・発達とは何か 

・乳幼児期の大切さ 

・発達の共通性 

・発達の個人差 

・発達と環境 

保育実習に向けて ４ ・おもちゃ作成 

８ 

９ 

８ ・手袋シアター製作 

・手づくり名札製作 

10 保育実習 ８ ・事前指導 

・保育園、幼稚園実習 

・事後指導 

11 

 

 

乳幼児期の発育と発達 ８ ・乳幼児期の発育 

・乳幼児期の生理的特徴 

・乳幼児期の発達の特性 

12 子どもの健康と生活 

 

２ ・子どもの養護 

・生活習慣の習得 

子どもの食事 ４ ・栄養と食生活 

・乳児の食事 

・離乳 

・幼児の食事 

調理実習 ２ ・離乳食 

１ 子どもの衣服と寝具 ２ ・子どもの衣服の役割 

・子どもの衣服の選び方 

・子どもの衣服の調節 

・おむつ 

・子どもの寝具など 

被服実習 ２ ・スタイ製作 

２ 子どもの健康と安全 ４ ・保育者の役割 

・子どもの病気の特徴 

・子どもの主な病気 

・病気の子どもの看護の方法 

・病気の予防 

・子どもの安全 

・子どもの成長と遊びの中の危険 

・応急処置と救急用品 

３ 保育に見る児童観 

 

２ ・大人の意のままになる存在 

・「子ども」の発見 



  

児童福祉の理念と法規・制度 ２ ・児童福祉の歴史 

・児童福祉の法律 

・児童福祉に関わる施設 

子どもの文化の意義 １ ・子どもの文化とは 

・子どもの文化の現状 

 

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

ファッション造形基礎 Ｗ科（保育類型）・２年 ２ 水上結加里 

 

使用教材 

 

 

□教科書 ファッション造形基礎（実教出版） 

 

 

 

科目の目標 

 家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行 うことな

どを通して，ファッションの造形を担う職業人として必要な基礎的な資質・ 能力を次のとおり

育成することを目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

被服の構成，被服材料の種

類や特徴，被服製作などにつ

いて体系的・系統的に理 解す

るとともに，関連する技術を

身に付けるようにする。 

被服製作やデザインに関す

る課題を発見し，ファッショ

ンの造形を担う職業人と し

て合理的かつ創造的に解決す

る力を養う。 

衣生活の充実向上を目指し

て自ら学び，ファッションの

造形に主体的かつ協働的 に

取り組む態度を養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４０％ ３０％ ３０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［わかった・できた］ 

・衣服製作に必要な知識や

技術を理解し、身に着ける

ことができた。 

・安全に配慮し、適切な道具

の扱いができた 

 

B 評価の規準 

［よく考え、自分の意見を

説明できた］ 

・学習や実習内容を理解

し、班で意見を出し合い、

創意工夫しながら取り組

むことができた。 

 

B 評価の規準 

［粘り強く取り組んだ］ 

・問いに対して積極的に発言した。 

・忘れ物がなく、授業に真剣に取り

組んだ。 

・苦手なことにも向上心を持って取

り組んだ 

・提出物を期限に遅れず提出でき

た。 

※学習プリント、実習の記録 

 学習、実習への取り組む姿勢 

※定期考査、作品、学習プリント、 

発表、学習の記録、実技試験 

［A 評価］ 

・実習に率先して取り組み、他の模範となった。 

・学んだことや実習で身に着けたことを家庭で実践できた。 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 衣服の構成 ４ ・人体と衣服 

・立体構成衣服と平面構成衣服 

基礎縫い ２ ・縫い代の始末 

５ 洋服の製作 

 

２ ・製作の基礎 

16 家庭科技術検定被服製作３級に挑戦 

・アウターパンツの製作（練習・本番） 

・筆記試験対策 

・着装 

・振り返り 

６ 

７ 

８ ４ ・洋服の着装 

・着装の工夫 ９ 

和服の製作 

 

２ ・製作の基礎 

10 14 子ども用じんべい製作 



11 ・型紙つくり 

・裁断・しるし付け 

・本縫い 

・仕上げ 

12 

１ 洋服の製作 12 女児服（ワンピース）製作 

・型紙つくり 

・裁断・しるし付け 

・本縫い 

・仕上げ 

２ 

３ 端布の利用 ３ ・パッチワーク 

実習のまとめ ２ ・１年間の実習を振り返り記録する 

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

フードデザイン 社会福祉科２年 ２ 水上結加里 

 

使用教材 

 

 

□教科書 フードデザイン（実教出版） 

 

 

 

科目の目標 

 家庭の生活にかかわる産業の味方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなど

を通して、食生活を総合的にデザインするとともに食育を推進し、食生活の充実向上を担う職業人

として必要な資質・能力を育成することを目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

栄養，食品，献立，調理，テー

ブルコーディネートなどにつ

いて体系的・系統的に理解す

るとともに，関連する技術を

身に付けるようにする。 

食生活の現状から食生活全般

に関する課題を発見し，食生

活の充実向上を担う職業人と

して合理的かつ創造的に解決

する力を養う。 

食生活の充実向上を目指して

自ら学び，食生活の総合的な

デザインとの食育の推進に主

体的かつ協働的に取り組む態

度を養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４０％ ３０％ ３０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［わかった・できた］ 

・豊かな食生活に必要な知識

や技術を理解し、身に着ける

ことができた。 

・安全に配慮し、適切な道具

の扱いができた 

 

B 評価の規準 

［よく考え、自分の意見を

説明できた］ 

・学習や実習内容を理解し、

班で意見を出し合い、合理

的に取り組むことができ

た。 

 

B 評価の規準 

［粘り強く取り組んだ］ 

・問いに対して積極的に発言した。 

・忘れ物がなく、授業に真剣に取り組

んだ。 

・苦手なことにも向上心を持って取

り組んだ 

・提出物を期限に遅れず提出できた。 

 

※定期考査、作品、学習プリント、 

発表、学習の記録、実技試験 

※学習プリント、実習の記録 

 学習、実習への取り組む姿勢 

［A 評価］ 

・実習に率先して取り組み、他の模範となった。 

・学んだことや実習で身に着けたことを家庭で実践できた。 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 食事の意義と役割 ４ ・体をつくる栄養素としての食事 

・食生活を豊かにするものとしての食事 

食をとりまく現状 ・栄養摂取の変化と現状 

・生活習慣と欠食 

・ライフスタイルの変化 

・食料自給率と食品ロス 

・食品の安全性と環境の変化 

フードデザイン実習① ２ ・よもぎ団子（予定） 

５ フードデザイン実習② ２ ・鍋炊飯、みそ汁、卵焼き（予定） 

栄養素のはたらき ８ ・食物の摂取と栄養 

・炭水化物 

・脂質 

・たんぱく質 

・ミネラル 

・ビタミン 

・その他の食品成分 
６ 



・エネルギー 

フードデザイン実習③ ２ ・豚肉のピカタ、ポテトサラダ（予定） 

７ ライフステージと栄養 ４ ・乳幼児期の栄養 

・青少年期の栄養 

・成人期の栄養 

・高齢期の栄養 

食事摂取基準と食事計画 ・日本人の食事摂取基準 

フードデザイン実習④ ２ ・冷製パスタ、ビシソワーズ（予定） 

８    

９ 調理とおいしさ １ ・調理の目的 

・食べ物のおいしさ 

調理操作 ３ ・非加熱操作 

・加熱操作 

・加熱調理器具 

調味操作 ２ ・調味の目的 

・調味をする段階 

10 食物調理技術検定３級 12 ・指定調理練習「       」 

・基礎知識（筆記試験対策） 

・実技試験 

11 

12 献立作成 ２ ・供応食・行事食 

フードデザイン実習⑤ ２ ・正月料理 

１ 献立作成 ４ ・日常食の献立作成条件 

・日常食の献立作成の手順 

フードデザイン実習⑥ ２ ・餃子、太平燕 

２ フードデザイン実習⑦ ２ ・ちらし寿司、うしお汁、菜の花の和え物 

食物調理技術検定２級について ２ ・内容（実技、筆記試験） 

３ フードデザイン実習⑧ ２ ・弁当献立（２級検定に向けて） 

献立作成 ２ ・弁当献立調べ 

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

社会福祉基礎 社会福祉科・２年 ２ 中田 敬子 

 

使用教材 □教科書 社会福祉基礎 (実教出版) 

 

科目の目標 

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、社会福祉の

向上に必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 福祉について体系的・系統的

に理解するとともに、各法律を

もとに普段の暮らしが成り立

っている事を踏まえ、関連する

技術を身に付けるようにする。 

 福祉の展開に関する課題を

発見し、職業人に求められる倫

理観を踏まえ、論理観を踏ま

え、論理的思考や化学的な根拠

に基づいて創造的に解決する

力を養う。 

 健全で持続的な社会の構築

を目指して自ら学び、常に向上

心を持ち福祉社会の創造と発

展に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４０％ ３０％ ３０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［知識・技能］ 

・社会福祉の実践において必

要な知識について体系的・系

統的に理解しているととも

に、関連する技術を身に付け

ている。 

 

B 評価の規準 

［思考］ 

・社会福祉の展開に関する

諸問題を発見することがで

きる。 

［判断］ 

・福祉倫理観をふまえて、合

理的かつ創造的に解決をす

る力を身に付けている。 

［表現］ 

・自分の考えを文章や発表

を通して表現することがで

きる。 

［評価物］ 

・課題レポート内容 

B 評価の規準 

［主体的］ 

・社会福祉基礎の学びの中で、現代の

私たちを取り巻く社会や福祉に対す

る関心を高めることができる。 

・健全で持続的な社会をめざして自

ら学び、問題解決に向けて、他者と協

力し、取り組むことができる。 

［評価物］ 

・提出物（提出状況） 

・課題レポート内容 

※定期考査及び単元・小テスト 

「知識・技能」「思考・判断・表現」を評価対象とする 

A 評価 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 第 3 編 

生活を支える社会福祉・社会保障制度 

第 2 章 

子ども家庭福祉① 

5 ・少子化時代の子ども子育て支援 

・児童相談所と市町村の役割 

５ 第 3 編 

生活を支える社会福祉・社会保障制度 

第 2 章 

子ども家庭福祉② 

6 ・子ども支援と保育 

・子どものすこやかな成長に向けて 

６ 第 3 編 

生活を支える社会福祉・社会保障制度 

第 2 章 

12 ・子どもの貧困とひとり親家庭の福祉 

・社会的養護と児童虐待への対応 

・障害のある子どもへの支援 



子ども家庭福祉③ ・子どもの権利と子ども家庭福祉 

７ 第 3 編 

生活を支える社会福祉・社会保障制度 

第 3 章 

障害者福祉① 

10 ・障害者福祉とは 

・障害の社会モデルと ICF 

・障害者の現状と生活のしづらさ 

８    

９ 第 3 編 

生活を支える社会福祉・社会保障制度 

第 3 章 

障害者福祉② 

12 ・障害者福祉の理念 

・障害者福祉を支える法制度 

・身体障害者の現状と支援 

10 第 3 編 

生活を支える社会福祉・社会保障制度 

第 3 章 

障害者福祉③ 

9 ・知的障害者の現状と支援 

・精神障害者の現状と支援 

・発達障害者の現状と支援 

11 第 3 編 

生活を支える社会福祉・社会保障制度 

第 3 章 

障害者福祉④ 

3 ・障害者総合支援法の現状と課題 

・障害者福祉の今後のあり方 

第 4 編 

人間関係とコミュニケーション 

第 1 章 

コミュニケーションの基礎 

2 ・コミュニケーションの意義と役割 

・コミュニケーションの手段と方法 

12 第 4 編 

人間関係とコミュニケーション 

第 2 章 

支援における人間関係の形成 

5 ・傾聴・受容・共感の姿勢 

・利用者理解と支援者の自己理解 

１ 第 4 編 

人間関係とコミュニケーション 

第 3 章 

社会福祉における支援活動の概要 

6 ・個人に対する支援活動とその方法 

・グループや家族に対する支援活動とその

方法 

・地域を基盤としたソーシャルワーク 

・チームワークとリーダーシップ 

・福祉・介護人材の養成とキャリア形成 

２ 第 5 編 

地域福祉の進展と多様な社会的支援制

度 

第 1 章 

多様な社会的支援制度 

6 ・医療提供体制のしくみ 

・特別支援教育の制度 

・特別支援教育の実際 

・司法と福祉の連携 

・権利擁護と成年後見制度 

３ １年間の振り返り 4 まとめ 

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

介護福祉基礎 社会福祉科２年 ２ 三井 麻美 

 

使用教材 

 

 

□介護福祉基礎（実教出版） 

 

科目の目標 

 介護を必要とする人の尊厳の保持や自立支援など介護を行う上での基本的な考え方の習得、介護

の現代的意義や役割について考え、介護を取りまく状況や介護福祉サービスの確立やさまざまな社

会的対応について理解する。介護を必要とする人に対して自立支援の観点にもとづき、自己実現が

達成されるよう適切な介護福祉サービスを提供できる能力と態度を育成する。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

介護に必要な知識や意義、役

割について体系的・系統的に理

解していると共に、関連する介

護技術を身につけている。 

介護に関する諸問題を発見

し、介護者としての倫理観をふ

まえて、合理的かつ創造的に解

決する力を身につけている。 

よりよい介護を目指して自

ら学び、福祉社会の創造と発展

に主体的かつ協働的に取り組

む態度を身につけている。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４０％ ３０％ ３０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［知識・技能］ 

・介護に必要な知識や意義、

役割について体系的・系統的

に理解している。 

［技能］ 

・関連する介護技術を身につ

けている。 

 

B 評価の規準 

［思考・判断］ 

・介護に関する諸問題を発

見することができる。 

［判断］ 

・福祉倫理観をふまえて、合

理的かつ創造的に解決をす

る力を身に付けている。 

［表現］ 

・自分の考えを文章や発表

を通して表現することがで

きる。 

［評価物］ 

・課題レポート 

B 評価の規準 

［主体的］ 

・よりよい介護を目指して自ら学び、

福祉社会の創造と発展に主体的かつ

協働的に取り組むことができる。 

・問題解決に向けて、他者と協力し、

取り組むことができる。 

［評価物］ 

・提出物（提出状況） 

・課題レポート 

※定期考査及び単元・小テスト 

「知識・技能」「思考・判断・表現」を評価対象とする 

A 評価 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 第 1 編 

 介護の意義と役割 

第 1 章 

尊厳を支える介護 

３ ・介護の意義，役割，尊厳を支える介護 

・利用者主体の介護サービス 

５   ・介護を必要とする高齢者の人権と尊厳 

第 2 章 

自立に向けた支援 

３ ・自立を支援する専門職 

第 2 編 介護福祉の担い手     

第 1 章 

 介護従事者をとりまく状況 

10 ・介護の歴史と現状 

・介護福祉士の養成 

６  ４ ・介護福祉士の養成 

・介護人材の確保と定着 



・介護従事者のキャリアアップ 

７ 第 2 章 

 介護従事者の役割と介護福祉士 

３ ・介護の役割，介護福祉士の専門性 

８    

９ 第 3 章 

介護従事者の倫理 

３ ・専門職の倫理 

第 4 章 

介護実践における連携 

３ ・多職種連携とチームケア 

10  ４ ・医療・保健・福祉と介護  

・介護支援専門員との連携 

・ボランティアとの連携 

11 第 3 編 

介護を必要とする人の理解と支援             

第 1 章 

介護を必要とする人と生活環境 

３ ・高齢者の活動 

・高齢者をとりまく環境の考え方 

第 2 章 

高齢者の生活と支援 

３ ・高齢者の生活支援 

12 第 5 章 

介護福祉サービスの概要 

12 ・介護サービスの利用方法 

・介護サービスの場の特性（在宅） 

・居宅介護サービス 

・地域密着型サービス 

１   ・介護サービスの場の特性（施設） 

・施設サービス 

２ 第 3 章 

感染対策 

７ ・感染症の理解 

・感染症の予防策 

・介護現場で出会うことの多い感染症 

①疥癬 

②インフルエンザ            

③ノロウイルス食中毒 

３   ④腸管出血性大腸菌感染症（O157） 

⑤その他の感染症 

第 4 編 

介護における安全確保と危機管理         

第 1 章 

介護における安全と事故対策 

４ ・介護におけるリスクマネジメント 

・事故予防のための対策 

   

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

生活支援技術 社会福祉科 2 年 4 宮下・本永・渡邉・中田 

 

使用教材 

 

 

□教科書  実教出版 生活支援技術 

□準教科書 中央法規 生活支援技術Ⅱ 

□準教科書 中央法規 医療的ケア 

 

科目の目標 

 自立を尊重した生活を支援するための介護の役割を理解させ，基礎的な介護の知識と技術を習得

させるとともに，様々な介護場面において適切かつ安全に支援できる能力と態度を育てる。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自立生活の支援に必要な生活

支援技術について体系的・系統

的に理解するとともに、関連す

る技術を身に付けるようにす

る。 

自立生活の支援に必要な生活

支援技術に関する課題を発見

し、職業人に求められる倫理観

を踏まえ科学的な根拠に基づ

いて創造的に解決する力を養

う。 

健全で持続的な社会の構築を

目指して自ら学び、生活支援技

術に基づいた自立生活の支援

に主体的かつ共同的に取り組

む態度を養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

５０％ ３０％ ２０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［知識・技術］ 

・自立生活を人間の尊厳、安

全安楽、協働などの視点から

捉え「こころとからだの理解」

と関連付けて、生活の質の向

上やサービス利用者の状態に

合った自立生活の支援の必要

性について理解する。 

【評価物】 

・小テスト 

・実技テスト 

B 評価の規準 

［思考］ 

・自立生活の支援の展開に

関する課題を発見し、職業

人に求められる倫理観を踏

まえ、科学的な根拠に基づ

いて創造的に解決する力を

身に付ける 

【評価物】 

・レポート 

・提出物 

B 評価の規準 

［学びに向かう力］ 

・授業中の発言や個人やグループワ

ーク時に積極的に参加する。 

・定期テストや小テストのやり直し

を通して、自ら課題に気づき、改善し

ようとする力を身に付ける。 

 

※定期考査 

A 評価。 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 【第２編】  

自立に向けた生

活支援技術 

【第５編】 

医療的ケア 

８ 

 

□全介助の着脱介助 

□ベッド上での着脱

介助 

□医療的ケアとは 

＜第３章＞  

身じたくの支援 

＜第１章＞ 

医療的ケアの理

解 

８ □身じたくの意義と

目的 

□身じたくの支援の

技法 

□医行為について 

８ 

 

５ ＜第４章＞  

移動の支援 

＜第２節＞ 

安全な療養生活 

８ □歩行介助 

□杖歩行 

□制度について 

□安全な実施につい

て 

８ 

６ 

 

 

 

＜第６章＞  

入浴・清潔保持

の支援 

＜第３節＞ 

清潔保持と感染

予防 

８ □入浴・清潔保持の

意義・目的 

□入浴・清潔保持の

支援・留意点 

□感染予防について 

□療養環境の清潔、

消毒法 

 

８ 



 

 

10  

 

□入浴・清潔保持の

支援の技法 

 

 

□消毒と殺菌 

 

７ 

８ ＜第７章＞ 

排泄の支援 

＜第４節＞ 

健康状態の把握 

 

４ 

 

□排泄の意義・目的 □身体・精神の健康 

□健康状態を知る項

目 

９ ＜第２章＞ 

喀痰吸引 

８ □排泄の支援の技法 

・トイレ介助 

□高齢者の喀痰吸引 

□障がい者の喀痰吸

引 

10 ８ ・ポータブルトイレ

介助 

□喀痰吸引の手順に

ついて解説 

 

・おむつ交換 

□喀痰吸引の実施に

ついて解説 11 ８ 

12 ８ ・清拭・陰部洗浄 □喀痰吸引演習 

１ 振り返り ８ □事例検討 

・事例に基づく支援

の方法 

２ ８ 

３ ８ 

 

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

介護総合演習 社会福祉科２年 １ 中田 敬子 

 

使用教材 

 

 

□介護総合演習・介護実習（中央法規） 

 

科目の目標 

 福祉の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，地域福祉の

推進と持続可能な福祉社会の創造と発展に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

地域福祉や福祉社会につい

て体系的・系統的に理解すると

ともに，関連する技術を身に付

けるようにする。 

地域福祉や福祉社会に関す

る課題を発見し，職業人に求め

られる倫理観を踏まえ解決策

を探求し，科学的な根拠に基づ

いて創造的に解決する力を養

う。 

健全で持続的な社会の構築

を目指して自ら学び，地域福祉

や福祉社会の創造と発展に主

体的かつ協働的に取り組む態

度を養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４０％ ３０％ ３０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［知識・技術］ 

・地域福祉や福祉社会につい

て体系的・系統的に理解し、

関連する技術を身に付けてい

る。 

 

B 評価の規準 

［思考］ 

・地域福祉や福祉社会に関

する課題を発見し、職業人

に求められる倫理観を踏ま 

え解決策を探求している。 

［判断］ 

・科学的な根拠に基づいて

創造的に解決している。 

［表現］ 

・自分の考えを文章や発表

を通して表現することがで

きる。 

［評価物］ 

・課題レポート内容 

B 評価の規準 

［主体的］ 

・地域福祉や福祉社会の発展のため

に福祉の見方・考え方を働かせ、協働

的に取り組むことができる。 

［評価物］ 

・提出物（提出状況） 

・課題レポート内容 

※定期考査及び単元・小テスト 

「知識・技能」「思考・判断・表現」を評価対象とする 

A 評価 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 第 1 章 

介護総合演習で何を学ぶか 

２ ・介護総合演習の目的 

・２年時の介護実習について 

５ 第２章 

介護実習で何を学ぶか 

２ ・介護実習の意義と目的 

・介護実習の種類 

６   ・介護実習への心構え 

第３章 

介護実習準備、実習中・実習後の

学び 

４ ・ファイル作成 

・介護実習前の学習の内容と方法 

・介護実習後の学習の内容と方法 

・自己紹介シート作成 

・個人票作成 

・誓約書について 



第４章 

実習先の特徴、実習先での学び 

２ ・実習先概要調べ 

７  ２ ・介護実習（デイ・小規模・ＧＨ等） 

・実習振り返り 

８    

９ 第 3 章 

介護実習準備、実習中・実習後の

学び 

４ ・実習先概要調べ発表    

・実習中指導 

・実習での情報共有 

10 第 3 章 

介護実習準備、実習中・実習後の

学び 

４ ・介護実習 

・介護実習報告会発表準備 

・介護実習報告会発表 

11  ４ ・介護実習 

・介護実習報告会発表準備 

・施設お礼状作成 

・実習振り返り 

12  ４ ・介護実習報告会発表 

１ 第４章 

実習先の特徴、実習先での学び 

４ ・３年次での実習施設について 

２ 

３ 

 第４章 

実習先の特徴、実習先での学び 

４ ・介護過程について 

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

介護実習 
社会福祉科２年 

（保育福祉類型） 
５ 福祉科職員 

 

使用教材 

 

 

□教科書 中央法規 介護総合演習・介護実習 

 

 

 

科目の目標 

 福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、根拠に基づ

いた介護及び支援を実践するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

介護及び支援の実践について

体系的・系統的に理解するとと

もに、関連する技術を身に付け

るようにする。 

介護及び支援の実践に関する

課題を発見し、職業人に求めら

れる倫理観を踏まえ化学手金

根拠に基づいて創造的に解決

する力を養う 

健全で持続的な社会の構築を

目指して自ら学び、介護及び支

援の適切な実践に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

２０％ ４０％ ４０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［知識・技術］ 

・介護及び支援の実践につい

て体系的・系統的に理解する

とともに，関連する技術を身

に付けている。 

［評価物］ 

・実習評価表（施設） 

B 評価の規準 

［思考］ 

・介護及び支援の実践に関

する課題を発見し、職業人

に求められる倫理観を踏ま

え科学的な根拠に基づいて

創造的に解決している。 

［判断］ 

・科学的な根拠に基づいて

創造的に解決している。 

［表現］ 

・自分の考えを文章や発表

を通して表現することがで

きる。 

［評価物］ 

・実習評価表（施設） 

B 評価の規準 

［主体的］ 

・自ら学び、介護及び支援の適切な実

践に主体的かつ協働的に取り組むこ

とができる。 

［評価物］ 

・提出物（提出状況） 

・実習記録内容 

・実習評価表（施設） 

 

※定期考査実施なし 

A 評価 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

７ 介護実習Ⅰ期 

７月中旬～下旬 

（８日間） 

76 ○コミュニケーションの実践 

〇介護技術の実践 

〇多職種協働及びチームケアの理解 

多様な介護の場における実習 □在宅実習（デイサービスセンター、グル

ープホーム、小規模多機能型居宅介護） 

10 保育実習 

１０月上旬～下旬 

（１２日間） 

65 

50 

〇幼稚園・保育園・認定こども園について 

○子どもの成長、発達段階に応じた関わり方 

〇多職種協働及びチームケアの理解 

  □保育実習（幼稚園・保育園・認定こども園） 

    



   

   

    

   

    

    

   

10    

   

11    

   

12    

   

   

１    

   

   

２    

３    

   

   

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

介護実習 
社会福祉科２年 

（介護福祉類型） 
５ 福祉科職員 

 

使用教材 

 

 

□教科書 中央法規 介護総合演習・介護実習 

 

 

 

科目の目標 

 福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、根拠に基づ

いた介護及び支援を実践するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

介護及び支援の実践について

体系的・系統的に理解するとと

もに、関連する技術を身に付け

るようにする。 

介護及び支援の実践に関する

課題を発見し、職業人に求めら

れる倫理観を踏まえ化学手金

根拠に基づいて創造的に解決

する力を養う 

健全で持続的な社会の構築を

目指して自ら学び、介護及び支

援の適切な実践に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

２０％ ４０％ ４０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［知識・技術］ 

・介護及び支援の実践につい

て体系的・系統的に理解する

とともに，関連する技術を身

に付けている。 

［評価物］ 

・実習評価表（施設） 

B 評価の規準 

［思考］ 

・介護及び支援の実践に関

する課題を発見し、職業人

に求められる倫理観を踏ま

え科学的な根拠に基づいて

創造的に解決している。 

［判断］ 

・科学的な根拠に基づいて

創造的に解決している。 

［表現］ 

・自分の考えを文章や発表

を通して表現することがで

きる。 

［評価物］ 

・実習評価表（施設） 

B 評価の規準 

［主体的］ 

・自ら学び、介護及び支援の適切な実

践に主体的かつ協働的に取り組むこ

とができる。 

［評価物］ 

・提出物（提出状況） 

・実習記録内容 

・実習評価表（施設） 

※定期考査実施なし 

A 評価 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

７ 介護実習Ⅰ期 

７月中旬～下旬 

（８日間） 

76 ○コミュニケーションの実践 

〇介護技術の実践 

〇多職種協働及びチームケアの理解 

多様な介護の場における実習 □在宅実習（デイサービスセンター、グル

ープホーム、小規模多機能型居宅介護） 

10 介護実習Ⅱ期 

１０月上旬～下旬 

（１２日間） 

65 

50 

〇個別的な介護技術の実践 

○コミュニケーションの実践 

〇多職種協働及びチームケアの理解 

個別ケアを理解するための継続した実習  □施設実習（特別養護老人ホーム、介護老

人保健施設） 



    

   

   

    

   

    

    

   

10    

   

11    

   

12    

   

   

１    

   

   

２    

３    

   

   

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

こころとからだの理解 社会福祉科 ２年 2 若杉 広樹 

 

使用教材 

 

 

□こころとからだの理解（実教出版） 

□こころとからだのしくみ（中央法規） 

 

 

科目の目標 

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、介護を実践す

るための人間に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自立生活の支援に必要なここ

ろとからだについて体系的・系

統的に理解するとともに、関連

する技術を身に付けるように

する。 

自立生活の支援に必要なここ

ろとからだに関する課題を発

見し、職業人に求められる倫理

観を踏まえ科学的な根拠に基

づいて創造的に解決する力を

養う。 

健全で持続的な社会の構築を

目指して自ら学び、こころとか

らだに基づいた自立生活の支

援に主体的かつ共同的に取り

組む態度を養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４０％ ３０％ ３０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［知識・技術］ 

・自立支援に必要なこころと

からだに関する知識を理解

し、関連する技術を習得する。 

［評価物］ 

・単元テスト 

・小テスト 

B 評価の規準 

［思考・判断・表現］ 

・自立支援に必要なこころ

とからだに関する課題を発

見し、科学的根拠にもとづ

いて解決する力を身に付け

る。 

［評価物］ 

・提出物 

・課題レポート 

B 評価の規準 

［学びに向かう力］ 

・授業中の個人やグループで行う活

動において、記録や発言などに主体的

に取り組む。 

・定期考査や小テストのやり直しを

通して、自らの課題に気づき改善しよ

うとする力を身に付ける。 

［評価物］ 

・提出物（提出状況） 

・課題レポート 

※定期考査及び単元・小テスト 

「知識・技術」「思考・判断・表現」を評価対象とする 

A 評価。 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 第４編 

認知症の理解 

第１章 

認知症を取りまく状況 

4 〇認知症ケアの歴史と理念 

□老人福祉法、介護保険法、パーソンセン

タードケア 

第４編 

認知症の理解 

第１章 

認知症を取りまく状況 

4 ○認知症高齢者の現状と施策 

□認知症サポーター、オレンジプラン、新

オレンジプラン 

第４編 

認知症の理解 

第２章 

認知症の基礎的理解 

4 〇認知症による症状 

□認知症、中核症状、行動・心理症状、間

違えやすい症状 

５ 第４編 

認知症の理解 

第２章 

認知症の基礎的理解 

4 ○認知症の診断 

□スクリーニング、ＭＭＳＥ、ＨＤＳ－

Ｒ、ＣＴ・ＭＲＩ 



第４編 

認知症の理解 

第２章 

認知症の基礎的理解 

4 ○認知症の主な病気の特徴 

□アルツハイマー型認知症、脳血管性認知

症、レビー小体型認知症 

第４編 

認知症の理解 

第２章 

認知症の基礎的理解 

4 ○認知症の治療・予防 

□認知症治療、介護保険サービス、薬物療

法 

６ 第４編 

認知症の理解 

第３章 

認知症に伴う心身の変化と日常生活 

4 ○認知症の人の特徴的な症状 

□防衛反応、記憶障害、見当識障害、遂行

機能障害、失行・失認、注意障害 

第４編 

認知症の理解 

第３章 

認知症に伴う心身の変化と日常生活 

4 ○認知症に伴う日常生活への影響 

□生活障害、アセスメント、リフレーミン

グ、ひもときシート 

７ 第４編 

認知症の理解 

第４章 

認知症と地域サポート 

4 ○地域におけるサポート体制 

□地域包括支援センター、認知症疾患医療

センター、認知症初期集中支援チーム、認

知症サポーター 

９ 第４編 

認知症の理解 

第４章 

認知症と地域サポート 

4 ○家族への支援 

□介護負担、レスパイトケア 

10 介護実習  １２日間 

第５編 

障害の理解 

第１章 

障害の基礎的理解 

4 ○障害の概念 

□ＩＣＦ、ＩＣＩＤＨ、障害者基本法、障

害者総合支援法 

11 第５編 

障害の理解 

第１章 

障害の基礎的理解 

4 ○障害者福祉の基本理念 

□ノーマライゼーション、インクルージョ

ン、リハビリテーション 

12 第５編 

障害の理解 

第２章 

生活機能障害の理解 

4 ○身体障害 

□身体障害者手帳、視覚障害、聴覚・言語

障害、肢体不自由、内部障害 

１ 第５編 

障害の理解 

第２章 

4 ○精神障害 

□ＩＣＤ、ＤＳＭ、精神障害者保健福祉手

帳 



生活機能障害の理解 

２ 第５編 

障害の理解 

第２章 

生活機能障害の理解 

4 ○知的障害 

□知的障害の定義、生活上の困難 

第５編 

障害の理解 

第２章 

生活機能障害の理解 

4 ○発達障害 

□発達障害者支援法、自閉症スペクトラ

ム、アスペルガー症候群、学習障害、Ａ

ＤＨＤ 

３ 第５編 

障害の理解 

第２章 

生活機能障害の理解 

6 ○高次脳機能障害、難病 

□高次脳機能障害の種類と症状、指定難病 

 



令和６年度 熊本県阿蘇中央高等学校 年間学習指導及び評価計画 

科目 学科・学年 単位数 授業担当者 

福祉情報 社会福祉学科・２年 ２ 若杉 広樹 

 

使用教材 

 

 

□福祉情報活用（実教出版） 

 

 

 

科目の目標 

 福祉の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，情報及び福

祉分野における情報の活用に必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報及び福祉分野における

情報の活用について体系的・系

統的に理解するとともに，関連

する技術を身に付けるように

する。 

情報及び福祉分野における

情報の活用に関する課題を発

見し，職業人に求められる倫理

観を踏まえ科学的な根拠に基

づいて創造的に解決する力を

養う。 

 健全で持続的な社会の構築

を目指して自ら学び，情報及び

福祉分野における情報の活用

に主体的かつ協働的に取り組

む態度を養う。 

 

評価の割合 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

５０％ ２０％ ３０％ 

 
 



評価基準（毎日の学習場面での具体的な規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

B 評価の規準 

［知識・技術］ 

・情報の活用に関する知識を

理解し、関連する技術を身に

着ける。福祉分野における情

報機器の活用方法について理

解する。 

［評価物］ 

・単元テスト 

・実技テスト 

B 評価の規準 

［思考・判断・表現］ 

・情報社会における課題を

発見し，職業人に求められ

る倫理観を踏まえ科学的な

根拠に基づいて創造的に解

決する力を養う。 

・情報モラルについて知り、

正しく情報機器を活用する

ための方策について考え行

動する力を身に付ける。 

［評価物］ 

・提出物 

・課題レポート 

B 評価の規準 

［学びに向かう力］ 

・定期考査や小テストのやり直しを

通して、自らの課題に気づき改善しよ

うとする力を身に付ける。 

［評価物］ 

・提出物（提出状況） 

・課題レポート 

※定期考査及び単元テスト、実技テスト 

「知識・技術」「思考・判断・表現」を評価対象とする 

A 評価。 

 

学習計画 

月 単元 
時

数 
学習項目 

４ 第１章 

情報化の発展と生活産業 

6 ・情報機器の役割 

・データ通信 

・情報ネットワーク 

・システム化・ソフト化 

・福祉での ICT 活用 

5 第２章 

情報モラルとセキュリティ 

4 ・情報モラル 

・著作権 

・情報管理 

・情報セキュリティ 

・情報漏洩防止 

６ 

～ 

第６章 

情報の処理・分析・発信 

 ・Word での文書作成 

※ビジネス文章検定(文章・速度) 



11  

12 

1 

 6 ・Excel での表計算作成 

2 

3 

第３章  

福祉分野における情報活用 

6 ・情報の収集、整理、分析、発信 

・水分摂取表の作成 

・排泄管理表の作成 

・個別支援計画 

 


